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男
女
が
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
共

に
参
画
し
、
共
に
責
任
を
分
か
ち
合

う
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。
そ
の

実
現
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

　

男
女
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
、
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
の
認
識
を
持
ち
、
理
解
を
深

め
、
お
互
い
を
尊
重
し
あ
う
意
識
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

自
ら
の
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
、
参

画
可
能
な
基
盤
整
備
、
個
性
や
能
力

を
活
か
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
整
備
も
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
、
一
人
ひ

と
り
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る

こ
と
を
、
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

市
で
行
っ
た
平
成
22
年
度
の
市
民

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
?

「
当
た
り
前
」
を

見
つ
め
直
し
て
み
よ
う

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
平
成
18
年

度
調
査
に
比
べ
て
、「
平
等
」
と
答

え
た
人
の
割
合
は
、
7.8
％
か
ら
10.1
％

に
増
え
て
い
る
も
の
の
、「
男
性
の

ほ
う
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と
「
ど

み
ん
な
、
ど
う
思
っ
て
い
る
？

　　

市
で
は
、
平
成
19
年
８
月
に
「
な

が
と
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定

し
、
長
門
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
の
制
定
や
、
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
活
動
団
体
と

連
携
し
た
講
演
会
を
実
施
す
る
な

ど
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
市
民
、
学
校
、
企
業
、
地
域

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
度
を
も
っ
て
第
１
次
の

計
画
期
間
が
終
了
す
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
検
証
を
行

い
、「
な
が
と
男
女
共
同
参
画
計
画

（
第
２
次
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
第
２
次
計
画
で
は
、
長
門
市

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
基
本
理

ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
ほ
う
が
優

遇
さ
れ
て
い
る
」を
加
え
た
割
合
は
、

52.9
％
か
ら
57.5
％
と
な
り
、
増
加
し
て

い
る
状
況
で
す
。（
左
上
グ
ラ
フ
参

照
）

10 月は『男女共同参画推進月間』です

　すべての人が、性別にとらわ
れずに、自分の意思で生き方を
選択し、社会に参画できるよう
にしていくことは、私たち市民
の願いです。しかし、家庭や職
場、地域の中で、性別による固
定的な役割分担意識が根強く存
在しています。
　このような状況の中で、一人
ひとりが、互いにその人格を尊
重し、責任を分かち合い、性別
に関係なくその個性と能力を発
揮できるまちづくりを進めるた
め、「長門市男女共同参画推進
条例」を制定し、毎年 10 月を
男女共同参画推進月間と定めて
います。
　この機会に、私
たちのまわりにあ
る男女のパートナー
シップについて考え
てみましょう。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
の
た
め
に

男女共同参画社会では…

職場では
男女とも、個性と能力を発揮できる機会
が均等に確保され、仕事と家庭や地域活
動との両立ができる。

家庭では 男女が対等なパートナーとして助け合い、
家事・育児・介護などを担う。

地域では 男女が共に地域活動に積極的に参画し、
互いに支え合う地域づくりが進められる。

男女の地位の平等感

います。
　この機会に、私
たちのまわりにあ
る男女のパートナー
シップについて考え
てみましょう。

企
画
政
策
課　
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念
に
基
づ
き
、
少
子
・
高
齢
化
の
進

展
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な

ど
社
会
環
境
の
変
化
を
考
慮
し
て
基

本
目
標
を
見
直
す
と
と
も
に
、
市
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
及
び

自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
の
場
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進
を
、
重

点
的
に
推
進
す
べ
き
事
項
と
し
て
い

ま
す
。

　

第
２
次
計
画
は
、
長
門
市
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
の
基
本
理
念
に

の
っ
と
り
、
次
の
６
つ
を
計
画
の
基

本
目
標
と
し
施
策
を
体
系
づ
け
て
い

ま
す
。

①
人
権
尊
重
と
男
女
共
同
参
画
の

　

意
識
の
定
着

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
誰
も
が
お
互
い
の
個
性

や
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
自
立
の
意

識
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
性

別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

を
見
直
し
、
人
権
尊
重
を
基
盤
と
し

た
男
女
平
等
観
の
形
成
を
促
進
す
る

た
め
、
学
校
を
は
じ
め
、
家
庭
や
地

域
な
ど
の
様
々
な
場
に
お
い
て
、
男

女
平
等
を
進
め
る
教
育
や
学
習
の
実

践
を
図
り
ま
す
。

②
女
性
の
社
会
参
画
へ
の
支
援
と
方

　

針
・
政
策
決
定
過
程
へ
の
女
性
参
画

　

人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
の
進

展
な
ど
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
多
様
な
考
え
方
を
生
か
す
こ
と

が
必
要
で
、
方
針
・
政
策
決
定
過
程

へ
の
男
女
共
同
参
画
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
女
性
が
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
主
体
的
な
存
在
と
し
て
能
力
が
発

揮
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も

に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
方
針

や
政
策
決
定
過
程
へ
の
女
性
参
画
を

拡
大
す
る
た
め
に
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

③
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
環
境

　

整
備

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
が
求
め
ら
れ

る
な
か
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
平

等
な
関
係
の
も
と
で
多
様
な
生
き
方

を
選
択
し
、
仕
事
や
子
育
て
、
介
護

を
無
理
な
く
両
立
で
き
る
環
境
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④
農
林
水
産
業
に
お
け
る
男
女
共
同

　

参
画
の
促
進

　

農
林
水
産
業
に
お
い
て
、女
性
は
、

生
産
と
生
活
の
両
面
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
固
定
的
役

割
分
担
意
識
は
根
強
く
、
共
同
参
画

は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
男
女
共
同
参
画
意
識

の
醸
成
し
、
こ
の
分
野
で
の
女
性
の

参
画
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
地
域
活
動
へ
の
男
女
共
同
参
画
の

　

促
進

　

男
女
は
、
家
庭
の
中
で
生
活
す
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

も
、様
々
な
形
で
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
で
も
、
ま
だ
ま
だ
共

同
参
画
は
十
分
に
は
実
現
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
市
民
団
体

と
協
働
し
た
参
画
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑥
男
女
間
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

　

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ

Ｖ
）
な
ど
を
根
絶
す
る
た
め
の
周
知

や
、
相
談
窓
口
の
充
実
な
ど
、
男
女

間
の
暴
力
を
容
認
し
な
い
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
期
間
は
平
成
28
年
度

ま
で
の
５
年
間
と
し
、
こ
の
計
画
を

実
現
す
る
た
め
、
①
市
民
、
事
業
者
、

各
種
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
、
②

庁
内
の
推
進
体
制
強
化
、
③
国
、
県

と
の
連
携
を
行
い
、
積
極
的
な
事
業

展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
３
階
行
政
情
報
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
完
全
版

を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
政
策
課　
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10 月は『男女共同参画推進月間』です


